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韓国における電子訴訟導入の背景・目的

背景
• 軍事政権からの民主化を経験し，人権や弱者保護に敏感

• 国民の利便性確保にも関心が高い

• 大統領制であり，二大政党制であるために，意思決定が迅速
金紀彦「海外レポート第71回 韓国の法律事情ー韓国の電子訴訟制度を中心にしてー」自由と正義64巻9号

目的
• 司法サービスの利便性の向上

• 裁判所の事務処理の効率化
日本弁護士連合会コンピュータ委員会「韓国『電子裁判』視察報告書」
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e-Filing

対象
2010年～ 特許法院（審決取消訴訟のみ）
2011年～ 民事通常事件
2013年～ 家事事件，行政事件
2014年～ 破産・再生事件
2015年～ 執行事件，非訟事件

方法
• 書面（Word，アレアハングル，PDF）
• 証拠（PDF，JPG等）
• これらを裁判所サイトにアップロード
• タイプ1のe-Filing

• 家事・行政・破産・再生・執行・非訟も，e-Filingシステムにより登録する書面・証
拠の形式・入力方法は，民事通常訴訟と基本的には不変
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韓国における書面提出画面

この画面は請求原因の入力
画面。直接サイトで入力す
るか，Wordファイルに入力
してアップロードするか、
選択することができる。
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韓国における証拠提出画面

書証をスキャンして作成し
たPDF，BMP，JPG，TIFF等
のファイルをアップロード
する。

4



e-Court

電子機器を備えた「テクノロジーコート」という趣旨のe-Court

韓国内の各裁判所の一部法廷に設置されている

ネットワーク経由のテレビ会議等で期日参加するという趣旨のe-Court

映像による遠隔裁判に関する特例法（1995年制定）があるが，利用率は
低い。
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e-Case Management

ポータルサイト形式で自分が関連する事件の情報を確認できる
• 提起した事件の一覧

• 各事件の進行状況

• 自分に送達された文書の一覧

• お知らせサービス

• 事件の検索

• その他お知らせ
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韓国におけるポータル画面

自分が関連する事件の一覧，
事件の進行状況等を確認で
き，書面の提出期限等のア
ラートを受け取ることがで
きる。
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電子訴訟導入の効果

電子訴訟率
2015年 約60％ 法律新聞（韓国）2015年12月28日号

訴状受付から第1回口頭弁論までの所要期間
紙 113.3日 → 電子 90.6日（22.7日短縮）

上訴率
合議 紙 42.3％ → 電子 33.6%
単独 紙 21.9% → 電子 14.7%

イ・ソデブ弁護士「民事電子訴訟の概観」2012年3月現在

裁判官及び弁護士の主観的意見
• 非常に便利になった
• 口頭弁論が実質化された
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デジタルデバイドに対する配慮

（原則）同意がない限り電子訴訟を強制されない

（例外）政府・地方自治体は強制

片面的電子訴訟
• 一方が電子訴訟，他方が紙訴訟の場合，裁判所がデジタル化作業を行
い，電子訴訟を行う。

モバイルアプリ
• iPhone，Android用アプリで訴訟遂行可能
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セキュリティへの配慮

•なりすましや改ざん対策
• 公認認証書によるログイン・文書認証

•外部からの攻撃
• 多重防御

• 暗号化
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